
当面の感染防止対策の強化について

各学年共通して守るべき事項

【学習面】

●班活動やペア学習をするときは、必ずパーテーションを使う。

●教科書などを忘れたときは、授業が始まるまでに教科の先生に伝えて、対応していただく。

（生徒同士でものの貸し借りや共有をしない。）

●授業でタブレットを使うときは、事前に教科係が担当の先生に確認して、学級に伝える。

（登下校のときに壊さないよう丁寧に取り扱う。）

【生活面】

●昼休みのグラウンドの開放を単学年にする。

（昼休みに体育館やグラウンドを使用するときもマスクを着用する。）

●登下校時もマスクを着用する。

●身体接触をしない。 ※No Touch キャンペーンを実施予定

【給食】

●配膳中やマスクを外しているときは一切喋らない。

（マスクをつけていない生徒は「ごちそうさま」を言わず、手だけ合わせる。）

●給食前に生徒机をアルコールで拭く。

●牛乳は、係の生徒が配らず、各自でとる。

【情報】

●ＰＣルームのパソコンを使わない。

●タブレットで家庭学習をするときのやり方を再確認する。

●情報モラルについて再確認する。

【部活動】

●人との間隔を取り、密にならない。

（ＭＴや指導、休憩の際はマスクの着用する。また、部室の使用は短時間で済ませる。）

●こまめな手指消毒、換気の徹底

（入室時や退室時、手指消毒を行う。密室にならないように窓（入口）を少し開ける。１時間に

１度は室内の空気を入れ替える。）

●朝練前に健康観察カードを出し、顧問の先生に確認してもらってから活動を開始する。

（健康観察忘れや未検温の場合は、検温してから参加する。）

【その他】

●手洗い・消毒・換気など、一人一人が感染防止の意識を高く持つ。

●ハンカチを毎日持参する。


